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慶應法学第 55号（2025：12）

豊泉貫太郎先生追悼記事

2025年 1月 6日、仕事始めで事務所に出勤して間もなく、「岡野谷知広先生か
らお電話です。」と告げられた。その瞬間、「あっ！ まさか豊泉先生が亡くなら
れたのでは。」と思った。仕事始めの日に、ほかの用事で、岡野谷先生から電話
などあろうはずもなかったからである。電話にでると、やはり先生は「昨日、豊
泉が亡くなりました。」とおっしゃられた。一瞬、言葉が出なかった。豊泉先生
は、私にとって、学生を教える機会を与えてくださった恩人であった。
最初に先生にお目にかかったのは、1985年 1月半ばのこと、私はまだ司法研
修所に入所する前の 23歳、先生は 41歳であった。当時、私の父は安田火災海上
保険（現損保ジャパン）に勤務していたが、父と同期入社の山崎さんという方が、
総務担当の常務取締役をされていた。父から、私の司法試験合格の話を聞いた山
崎さんは、同社の株主総会などを指導されている河村貢先生という方がいらして、
その方は慶應出身の立派な方だから、絶対にお話をうかがった方が良いというこ
とで、わざわざ段取りしてくださったのである。
社用車に乗せていただき、山崎さんに連れられて、丸ビル（旧丸ビル）の河村

法律事務所におじゃました。応接室には、ニコニコされた河村貢先生と、もうお
一人、小柄で、ややムッとした感じの人がいた。それが先生であった。以来、40

年間ご指導をいただいたが、のちに、ロースクールのワーキンググループ（後に
開設準備室）で頻繁にご一緒するようになるまでは、私にとって、先生は、優し
いというより、大変厳しく、怖い存在であった。初対面の際も、にこやかにいろ
いろな話をしてくださる河村先生の横で、難しいお顔をして座っていらした。豊
泉先生からは、法曹を目指した理由とか、憲法に関する質問をされたような気が
するが、よく覚えていない。いずれにせよ、怖い感じの先生だなー、と思ったの

豊泉先生との思い出

福井　　琢
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を覚えている。
先生と親しくお付き合いをさせていただくようになったのは、民法演習担当の
お話をいただいた時からである。弁護士になって 8年目、33歳になったばかり
だったと思うが、突然、先生から電話をいただいた。いつものように、最近はど
うですか、といった会話もそこそこに、「それでね」……。私は、何だろうと身
構えた。先生は、何か頼み事があるときには、決まって「それでね」と言われた。
「来年から、土曜日の民法演習を担当してくれますか？」。私が法律学科の 1、2

年生の時に民法演習を教わったのは、当時すでに 50歳くらいだった饗庭忠夫先
生であったし、他の先生方も、ベテランの先生ばかりだった。自分のような若造
でいいのかとも思ったが、とても名誉なことであり、「私でよろしければ、喜ん
でやらせていただきます。」とお返事申し上げた。もっとも、「担当してくれます
か？」と、一応お願いの形はとっていたが、もとより、断ることなど出来るはず
もなかったのである。
それ以来、時折、河村事務所にうかがう機会があったが、そういった時は、決

まって、5時くらいから、ビルの下のお店で、河村先生、豊泉先生と飲み会と
なった。なにしろお二方とも日本酒が大好きで、徳利が次々と空になった。そう
いった席でも、結構難しい話も多く、個別の法律問題についての議論はもちろん、
法曹はどうあるべきか、とか法曹教育はどうでなければならないか、といった話
も多く、いわゆる世間話というものは少なかったように思う。時には、青二才の
私の意見に対して、先生から厳しいご指摘を受けた。これがまた、的確で、反論
の余地のないまで論破されてしまう。途中で、河村先生が「まあまあ豊泉君その
辺で」という感じで収めてくださったこともあった。三田法曹会の実務研究会な
どでも、誰かが、少しでもいい加減な意見、中途半端な意見、失礼な物言いなど
があると容赦がなかった。正直、うわー、そこまでおっしゃらなくても……と思
うこともあった。その反面、三田法曹会の総会・家族会で、当時 2、3歳だった
私の娘を抱っこしてくださったときなどは、信じられないくらい優しく、素敵な
笑顔をされていた。
学生と向き合うのはとても楽しかったが、担当を始めて 5年目に生まれた娘が

動き回るようになると、週に 1日くらいは家に居たいと思うようになった。そこ
で、意を決し、先生にお電話をして、「今 7年目で 1年生を担当しているので、
彼らの 2年生の民法演習Ⅱまで終えたら、辞めさせてほしい。」とお願いした。
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すると、あっさり「ご苦労様。」とのお返事。そこまではよかったが、ここでま
た「それでね。」が出た。「えっ。何だろう？」と思っていると、先生は「聞いて
いると思うけど、慶應でも、法科大学院の設立を目指すという方向で検討するこ
とになった。ついては、三田法曹会としても全面的に協力するので、カリキュラ
ムなどについての検討会に一緒に出てほしい。」というものであった。民法演習
を辞めさせてもらうという引け目もあり、何をすればよいのかもわからないまま、
「わかりました。お手伝いさせていただきます。」とお返事した。そこから、先生
が 2011年 3月に法科大学院の教授をご退職になるまでの約 10年間は、かなり濃
密なお付き合いすることになる。

2002年に入ってすぐ、ワーキンググループが立ち上げられ、最初は月に 1回
という話だったのが、どんどん開催頻度が増えた。あるべき法曹養成制度はとか、
慶應義塾の法科大学院はどのようなものにすべきかとか、教員構成は、など、大
変多くのことを議論したのだが、細かな内容までは思い出せない。毎回、三田法
曹会を代表する立場で出席していたのは先生と私だった。私たち実務家の立場か
らすれば、ロースクールは、自分たちの後輩を養成する機関であり、研究者とは
少し立場が違っていた。そこで、先生と、会合の前後に、慶應義塾らしい法律実
務家の養成機関としてはどうあるのが理想かといったことをお話しし、先生から、
三田出身の法曹としての品格、仕事への向き合い方、クライアントとの関係など
など多くのことをうかがった。
そのような中、また先生から、「それでね」と言われた。「ロースクールの専任

教員を引受けてくれないか。」という打診であった。専任教員になると、いった
いどのくらい時間的拘束を受けるのか、皆目見当もつかなかった。本業はできる
のか？ クライアントは？ 家族との団らんは？ ローンの返済は？……と悩みは
尽きなかった。前例がないことを始めるのには勇気が必要であった。先生はとい
うと、本業は大幅に減らし、ロースクールに専念されるとのこと。そこまで覚悟
されていらっしゃるのかと頭が下がる思いであった。そうこうしているうちに、
当時法学部長だった森征一先生、初代の研究科委員長に内定していた平良木登規
男先生、豊泉先生と 4人で食事をすることになった。先生から、改めて、いわゆ
る委員会などの業務には一切関与しなくていい、授業だけに専念してもらえばい
いからと説得され、もう逃げられないと観念した。因みに、のちにそれは完全に
反故にされた。先生にお話が違うと申し上げると「だって、最初から全部話して
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いたら、引き受けてくれなかっただろう。弁護士たるもの、それくらい、わから
なきゃ」と言って笑われた。
この頃の先生は、少し変わられたように感じられた。というより、少なくとも
ロースクールに関しては、お立場上変わらざるを得なかったのだと思う。当時、
慶應義塾の評議員をされていた河村先生と、三田法曹会の会合でお話しした際、
「ロースクールのことは豊泉君に任せている。福井君も大変だと思いますが、よ
ろしく頼みます。」と言われたことがあった。豊泉先生は、法科大学院を設立す
るために、言いたいことがあっても、皆の議論をまとめることに専念されていた
ように思う。何しろ当時は、慶應の法科大学院の定員は何人にすべきかというと
ころから始まって、2年生、3年生の法律基本科目の在り方、研究者と実務家の
コラボレーションのあり方、慶應らしい先端科目のあり方など、検討しなければ
ならないテーマは尽きなかった。一方、研究者も実務家も、意見は千差万別。も
ちろん、先生も、ご自身が「こうあるべき」とお考えの背骨になる部分は譲られ
なかったが、それ以外の点については、皆の意見を注意深くお聞きになり、取り
まとめることに注力されていたように思う。
また、先生は、研究者と実務家の親睦を深めることにも意を用いられた。法律
基本科目としては、おそらく他大学で例を見なかった研究者と実務家の共同担当
科目として民法総合Ⅱという科目が設置されることになった。2003年の夏、そ
の問題作成と解説の検討会が行われた。研究者と実務家 6名ずつ合計 12名で、
基本的には、各自 1問の事例問題を作問し、解説を作成し、それをもとにして、
検討会が何回も行われた。暑くて冷房もろくに効かない研究室棟の大きな会議室
で、侃々諤々の議論を重ねたが、先生は、必ずその後に声をかけられて、全員で
飲み会を行った。おそらく、先生が、「当然飲みに行くだろ」、と半ば有無を言わ
さずおっしゃらなければ、他大学から慶應大学に移籍されてこられた方をはじめ、
多くの先生は参加していなかったのではないかと思う。このパターンは、その後、
ロースクールが始まった後も続き、授業の直前検討会を毎週水曜日夜に行ってい
たが、毎回、懇親会付であった。お蔭で、担当していた実務家と研究者は、お互
い、いろんなことを話すことが出来る仲になり、ロースクールの運営をスムーズ
に進める原動力となった。すべて先生のお力に他ならない。
先生の議論は、いつもストレートで簡明であった。これは授業でも同じで、幸

い、同一の科目を共同担当する機会に恵まれたが、いつも、この上なくわかり易
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い講義内容であり、学生の信頼も厚かった。当初、授業では、学生に対しても容
赦なかったが、ロースクールが発足して、しばらく経過したとき、ずいぶんと優
しい対応に変っていた。なぜですかとお尋ねすると、「だって、娘より若いんだ
よ。怒る気にならないじゃないか」と笑っておっしゃった。そういったところも、
お茶目というか、人間味あふれる先生だった。

2025年 3月 3日には、私を含めた退職教員の慰労会があった。のちに、岡野
谷先生から、豊泉先生は、私に労いの気持ちを伝えるため、是非とも出席したい
とのご意向だったとうかがった。私も、先生に、がんばりましたとお伝えすると
同時に、学生を教える機会を与えてくださったことに心から感謝していることを
お伝えしようと思っていた。でも、それが叶わないこととなり、残念でならない。
先生は、よく、「平良木さんは研修所で 1期上だから、私が先輩だと言って、

いつまでも威張るんだよ」、と笑って話されていた。「そうであるならば」（これ
も先生のよく使われた言い回しである。）、豊泉先生は、平良木先生より 3日早く
亡くなられたのだから、きっと天国では、「僕が先輩だ」と笑って言われている
に違いない。
心からご冥福をお祈り申し上げます。
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